
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

一級小型自動車整備士 ② 　　１７人 　　　１７人

人 二級ガソリン自動車整備士 ② １７人 １７人
人 二級ジーゼル自動車整備士 ② １７人 １７人

損害保険募集人 ③ １７人 １７人
0

％
■卒業者に占める就職者の割合

％

（平成 30

0 名 0 ％

専門学校
岡山自動車大学校

昭和61年11月4日 原田　公徳
〒719-0252
岡山県浅口市鴨方町六条院中２０４５

（電話） 0865-44-7700

（別紙様式４）

令和　元年　１０月　３日※１
（前回公表年月日：平成　３０年　５月　１日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人第一原田学園 昭和49年4月1日 原田　一成
〒719-0252
岡山県浅口市鴨方町六条院中２０６９

（電話）

工業 工業専門課程 一級自動車整備科 －
平成21年2月27日
文部科学省告示

学科の目的
一級自動車整備士に必要な高度な電子制御知識・技術を教育し、リーダーシップ及び実践的な能力を備えた有能な一級自動車整備士を養成することを
目的とする。

0865-44-3100
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成19年3月15日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

0 0
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

4 昼間
３，８８９時間 １，４０８時間 0 ３，６０８時間

学期制度
■前期：　４月１日～９月３０日
■後期：１０月１日～３月３１日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
試験と平素の授業履修状況によって行う

１００人 ６０人 ０人 １１人 １人 １２人

長期休み

■学年始： 4月　1日～ 4月  3日
■夏　 季： ８月 １日～ 8月31日
■冬　 季：12月25日～ 1月 7日
■学年末： 3月27日～ 3月31日

卒業・進級
条件

各学年において所定の科目を履修した者は次の学年へ進
級を認める。　所定の科目をすべて修了。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応

■就職指導内容
１年次１０月就職ガイダンス、１７コマの就職対策授業、放課
後に個別面接指導対策、会社訪問届、会社訪問報告、受験
報告の提出の義務づけ。
■卒業者数 17
■就職希望者数 17

（例）学生自治組織・ボランティア・学園祭等の実行委員会等
入学時４月に担任との二者面談。１２月に保護者、学生、担任
との三者面談。１年次、保護者参観日、学校開放デー後、希
望者とは担任との三者面談。 ■サークル活動： 有
■主な就職先、業界等（平成３０年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
自動車販売会社 （平成30年度卒業者に関する令和元年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得する
もの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

： 100
■その他

年度卒業者に関する

■就職者数
：

17 人
■就職率　　　　　　　　　： 100

令和1年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率
平成30年4月1日時点において、在学者６０名（平成30年4月1日入学者を含む）
平成31年3月31日時点において、在学者６０名（平成31年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
http://www.okajidai.com

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

■中退防止・中退者支援のための取組
遅刻・欠席の管理指導。学生・保護者との懇談。カウンセリング。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
※有の場合、制度内容を記入
・兄弟入学者の授業料一部免除
・寮生特待生の授業料一部免除

■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象・給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）



種別

①

②

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

令和元年８月２０日現在

名　前 所　　　属 任期

　原田　公徳 　岡山自動車大学校　校長 令和元年７月１日～
令和３年６月３０日（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育
課程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基
本方針

実習の中で、就職後の実際の作業現場を想定した作業、および、現場で必要とされるスピードを意識した作業を取り入
れてはどうかとの意見を受け、シャシ実習のブレーキ分解作業の中で、実践的な作業を取り入れることとした。今年度は
より実践的な作業を想定し、以前から計画していた学校独自の技術検定を計画立案し実施した。測定作業、ブレーキ調
整作業、タイヤの点検作業、故障探求、消耗部品の交換作業の実務的な５セクションで検定を実施し、得点を競わせるこ
とで早く正確な作業を身につけさせた。さらに一級課程の３・４年生に採点係の役割を与え、将来指導者になる立場であ
ると言うことを意識させた上で作業に従事させた。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会は教育課程の編成における意志決定の過程に位置づけられる。
岡山自動車大学校組織図のとおり、教育課程編成委員会において、各課・委員会・主任会などの本校委員と企業等委
員が教育課程について検討、提案を行う。教育課程編成委員会からの提案を参考にして、校務部により教育課程の検
討・改善を行う。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

　佐々本　和知 　岡山自動車大学校　教務課長 令和元年７月１日～
令和３年６月３０日（２年）

　川上　薫 　一般社団法人　岡山県自動車整備振興会　事業部課長 平成３０年７月１日～令和
２年６月３０日（２年）

　森山　典章 　岡山自動車大学校　校務部長 令和元年７月１日～
令和３年６月３０日（２年）

　青木　浩志 　岡山自動車大学校　主幹 令和元年７月１日～
令和３年６月３０日（２年）

　水野  正和 　岡山ダイハツ販売株式会社　人事部人事室係長
平成３１年３月１日～令和
３年２月２８日（２年）

※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、

地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
②学会や学術機関等の有識者
③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（９月、３月）

　山本　茂 　学校法人第一原田学園　評議員 令和元年７月１日～
令和３年６月３０日（２年）

　小椋　竜太 　岡山ダイハツ販売株式会社　サービス部係長 令和元年７月１日～
令和３年６月３０日（２年）

（開催日時（実績））
第１回　平成３０年９月２５日　１３：３０～１４：３０
第２回　平成３１年３月２８日　１３：００～１４：１０

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
実習の中で、就職後の実際の作業現場を想定した作業、および、現場で必要とされるスピードを意識した作業を取り入
れてはどうかとの意見を受け、シャシ実習のブレーキ分解作業の中で、実践的な作業を取り入れることとした。また、ス
ピードを意識する観点から、作業に競技性をとりいれることとした。学生のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の向上に向けて出来ることは
ないかとの意見を受けて、基礎実習の中で１年生の授業ｻﾎﾟｰﾄに４年生が参加する際、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの重要性を意識しな
がら取り組むこと、また日常的に学年を越えて話すことの必要性を意識させることなどを取り入れていく。



（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

体験実習（インターンシップ）
 ① 自動車整備士の実際を知ること
 ② 自動車整備の専門技術職として、自覚と責任を持つこと
を目的として学生の就職内定先の企業と連携して体験実習を行う。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

担当教員が受入先企業を訪問し、実習内容の詳細を決定する。企業との間に「体験実習依頼書・承諾書」を交わす。体
験実習として、２２４時間の実習を行う。「体験実習報告書」により日報の作成と欠席・遅刻・早退の管理を行う。実習の評
価については「体験実習報告書」および「体験実習評価表」により受入先企業において体験実習担当指導責任者が行
う。また、体験実習修了時には受入先企業による学修成果の評価を踏まえ、担当教員が成績評価・単位認定を行う。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

体験実習
１　自動車の点検整備　　９６時間
２　故障原因探求　　　　　９６時間
３　総合診断　　　　　　　　３２時間

トヨタカローラ広島㈱／トヨタカローラ岡山㈱／
㈱広島マツダ／東中国スズキ自動車㈱／岡
山ダイハツ販売㈱／広島スバル㈱　他（合計
１４社）

研修名「マツダセミナー」(連携企業等：マツダ自動車株式会社)
期間：平成３０年７月２７日(金)　　　対象：全教員
内容：実車を使用した点検デモ実演。１２ヶ月点検。サービスエンジニアＱ＆Ａ

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「ＪＡＭＣＡ一級対策委員会」（連携企業等：全国自動車大学校・整備専門学校協会）
期間：平成３０年７月２３日（月）　　　　　　対象：青木・天野
内容：一級小型自動車整備士登録試験対策へ向けての意見交換会。

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名：「整備主任者技術研修会」(連携企業等：一般社団法人岡山県自動車整備振興会)
期間：令和元年８月１日(木)　　対象：整備主任者取得教員(令和元年度　天野)
内容：自動車の新機構(学科)。点検・整備(実習)。故障診断(実習)。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

岡山自動車大学校教職員研修規程により、教職員の実務に関する知識並びに指導力の修得・向上等に組織的に取り組
むことが定められている。研修計画は校務部により主管し、計画を策定し校長へ答申する。教職員は各種研修に対して
参加する義務を負う。また、職業教育を実践するため、企業等と連携し教育能力を高める取り組みを組織的に行う。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「自動車整備技術講習」(連携企業等：一般社団法人岡山県自動車整備振興会)
期間：令和元年１２月１日(日)　　対象：振興会より派遣依頼のあった教員(令和元年度　中塚)
内容：二種養成施設自動車整備技術講習の講師



種別

業界団体

学術機関の
有識者

卒業生

卒業生

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 教育理念・目的・人材育成像
（２）学校運営 学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表しているこ
と。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

学校関係者評価委員会を年１回開催する。実践的かつ専門的な職業教育を実践するにあたり、学校関係者による評価
を実施し、自己評価結果の客観性・透明性を高める。学校関係者との理解促進や連携協力を図るとともに、助言・意見な
どの評価結果を教育活動および学校運営の改善に活用する。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（６）教育環境 教育環境
（７）学生の受入れ募集 学生の受入れ募集
（８）財務 財務

（３）教育活動 教育活動
（４）学修成果 教育成果
（５）学生支援 学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
学校関係者評価委員会の主な意見として、①教員間の連絡について十分に行われているか②教員の研究授業の積極
的な実施について③学生の相談体制について十分であるか④個人情報漏洩防止の徹底などについて指摘があった。①
については職員会議等を通して常に情報を共有できる体制である。②研究授業については時間的な制約も有り積極的
に取り組んでいるとはいえない。随時計画し改善していく③学生の相談体制については、担任、副担任を中心に取り組ん
でいく④個人情報漏洩防止については、徹底して取り組んでいく。
（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

　　　令和元年８月２０日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流

　　小椋　竜太 岡山ダイハツ販売㈱　サービス部　係長
令和元年7月1日～
令和3年6月30日（２年）

　　水野　和正 岡山ダイハツ販売㈱　中庄店　副店長
平成31年3月1日～
令和3年2月28日（２年）

　　川上　薫
　一般社団法人　岡山県自動車整備振興会　事業部課

長
平成30年7月1日～
令和2年6月30日（２年）

　　山本　茂 　学校法人第一原田学園　評議員
令和元年7月1日～
令和3年6月30日（２年）

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
教育活動の状況等について企業関係者に情報提供することにより、相互の対話を促進し、学校内外の実習、就職指導
など企業等との連携による活動の充実や、自動車業界等のニーズを踏まえた教育内容・方法の改善につなげる。毎年１
０月から１１月にかけて進路部長および１年生担当教員が企業を訪問し、懇談する。また、国土交通省へは、毎年、養成
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目
（１）学校の概要、目標及び計画 教育・人材養成の目標/校長名/特色/所在地/連絡先/沿革

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL:http://www.okajidai.com

公表時期：令和元年１０月３日

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状
況に関する情報を提供していること。」関係

（５）様々な教育活動・教育環境 課外活動/部活動
（６）学生の生活支援 学生寮
（７）学生納付金・修学支援 学納金/奨学金

（２）各学科等の教育 定員/取得を目指す資格/ｶﾘｷｭﾗﾑ/合格実績/卒業者数・進路
（３）教職員 教職員
（４）キャリア教育・実践的職業教育 体験実習/就職支援/関連団体との連携（ＪＡＭＣＡ）

（１１）その他 なし
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL:http://www.okajidai.com

（８）学校の財務 監査報告書
（９）学校評価 自己評価/学校関係者評価
（１０）国際連携の状況 なし
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習
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校
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任
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○ 英語 英会話を学習する
１
通

34 ○ ○ ○

○ 社会学
社会学入門として、集団生活の基本を学習
する

１
通

34 ○ ○ ○

○ 販売理論 自動車販売の理論と実際について学習する
１
通

34 ○ ○ ○

○ 進路指導 就職活動指導・ビジネスマナーを習得する
１
後

15 ○ ○ ○

○ 体育 ゴルフ
１
前

15 ○ ○ ○

○
自動車工学

二輪自動車
二輪自動車の構造、機能、四輪との相違な
どについて学習する

２
後

32 ○ ○ ○

○
自動車工学

ｶﾞｿﾘﾝ・ｴﾝｼﾞ
ﾝ

ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝの構造と作動、燃焼の仕組みに
ついて学習する

１
前

32 ○ ○ ○

○
自動車工学

ｼﾞｰｾﾞﾙ・ｴﾝ
ｼﾞﾝ

ｼﾞｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの成り立ち、構造・機能・作動
を学習する

１
後
２
前

64 ○ ○ ○

○
自動車工学

シャシ
自動車シャシ構成部品の構造、役割を学習
する

１
通
２
通

83 ○ ○ ○

○
自動車工学

自動車数学
自動車工学で必要な計算力を習得する

１
前

32 ○ ○ ○

○
自動車工学

自動車力学
力・速度・圧力・仕事などの基本学習をす
る

１
通

64 ○ ○ ○

○
自動車工学

電気理論
電気回路の基礎と計算方法を学習する

１
前

32 ○ ○ ○

○
自動車工学

電子理論
電気回路の計算と半導体に関する内容を学
習する

１
後

32 ○ ○ ○

○
自動車工学

材料
自動車に使用されている材料を学習する

２
後

17 ○ ○ ○

○
自動車工学

燃料・潤滑
剤

自動車に使用されている燃料と潤滑油につ
いて学習する

１
後

17 ○ ○ ○

○
自動車工学

図面
三角法での図面の作り方と三角法から立体
図の作り方を学習する

１
後

17 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（工業専門課程一級自動車整備科）平成３０年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○
自動車整備

エンジン 潤滑・冷却等各装置の働きを学習する

１
後
２
前

64 ○ ○ ○

○
自動車整備

シャシ
自動車シャシ構成部品の構造と整備方法を
学習する

２
通

64 ○ ○ ○

○
自動車整備

電装
エンジン電装、ボディ電装に分けてその構
造作動を学習する

２
通

64 ○ ○ ○

○
自動車整備

故障原因探
求

故障原因の探求方法について学習する
２
通

34 ○ ○ ○

○
機器の構造取扱

整備作業機
器

一般整備作業機器の使用法、保守管理を学
習する

１
前

9 ○ ○ ○

○
機器の構造取扱

測定機器 精密測定具の使用法、保守管理を学習する
１
前

8 ○ ○ ○

○
機器の構造取扱

検査機器 検査に関する機器の取扱を学習する
２
通

23 ○ ○ ○

○ 自動車検査 道路運送車両法について学習する
２
通

26 ○ ○ ○

○
自動車整備に
関する法規

道路運送車両法・道路運送車両の保安基準
について学習する

２
通

34 ○ ○ ○

○
工作作業
(手仕上機
械)

ﾄﾞﾘﾙ、ﾔｽﾘ等を使用、加工技術を学習する
ｶﾞｽ、ｱｰｸ溶接技術を習得する

１
前

30 ○ ○ ○

○
測定作業
(基本計測)

基本的な測定器具を用いた作業方法を習得
する

１
前

60 ○ ○ ○

○
自動車整備作業

二輪自動車
二輪自動車の分解・測定・組付、電装・駆
動、ブレーキ系の点検調整を学習する

１
通
２
通

186 ○ ○ ○

○
自動車整備作業

エンジン
(ガソリン)

脱着・分解・組付による構造作動、実車に
よる故障探求を学習する

１
通
２
通

308 ○ ○ ○

○
自動車整備作業

エンジン
(ジーゼル)

ｼﾞｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝについて本体の分解組立方法お
よび内部構造の把握と燃料噴射装置の内部
構造作動を学習する

１
後
２
通

238 ○ ○ ○

○
自動車整備作業

シャシ
自動車シャシ構成部品の脱着や分解・点
検・整備方法を学習する

１
通
２
通

318 ○ ○ ○

○
自動車整備作業

電装
電源、始動装置、充電装置、点火装置、灯
火装置に関する内容を学習する

１
通
２
通

254 ○ ○ ○

○
自動車整備作業

故障原因探求
機械的故障、電気的故障を探求するための
点検方法等を学習する

２
後

34 ○ ○ ○

○
自動車検査作
業

自動車検査機器等を使用し、検査の方法を
学習する

２
後

68 ○ ○ ○



○
情報処理技
術

ワープロ・表計算・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝについて学
習する

３
前

32 ○ ○ ○

○ 経営概論
自動車ﾃﾞ-ｨﾗ-・専業者の経営について学習
する

３
後

34 ○ ○ ○

○ 販売実務 自動車販売の実践マニュアルを学習する
３
後

34 ○ ○ ○

○ ビジネス検定 ビジネスマナー・一般教養を身につける
３
前

16 ○ ○ ○

○
自動車産業概
論

自動車産業製造から販売までを学習する
３
前

16 ○ ○ ○

○
自動車工学

自動車の構
造・性能

自動車の性能について学習する
３
前

16 ○ ○ ○

○
自動車工学

自動車の力
学・数学

力学、数学の計算を学習する
３
前

16 ○ ○ ○

○
自動車工学

電気・電子
理論

サーキットテスター、外部診断器、ｵｼﾛｽｺｰ
ﾌﾟの取扱を学習する

３
前

16 ○ ○ ○

○
自動車工学

材料
自動車に使用されている材料について特徴
と用途を学習する

３
前

16 ○ ○ ○

○
自動車工学

燃料・潤滑
剤

ｺﾓﾝﾚｰﾙ式高圧燃料噴射システムについて学
習する

３
前

16 ○ ○ ○

○
自動車工学

図面 電気回路の図面について学習する
３
前

16 ○ ○ ○

○
自動車整備

エンジン
ｴﾝｼﾞﾝ電子制御装置の電源回路、センサー、
ｱｸﾁｭｴｰﾀｰの構造・機能・点検を学習する

３
通

66 ○ ○ ○

○
自動車整備

シャシ
電子制御装置オートマチックトランスミッ
ションの高度整備技術を学習する

３
通

66 ○ ○ ○

○
自動車整備

電装
ハイブリッド、ＥＶ，ＦＣの構造、機能、
整備を学習する

３
前

16 ○ ○ ○

○
自動車整備

故障原因探
求

エンジンおよびシャシの電子制御装置の高
度故障診断を学習する

３
後

34 ○ ○ ○

○
自動車整備

総合診断
受付、問診、整備内容説明などをロールプ
レイを取り入れて学習する

３
後

34 ○ ○ ○

○
自動車整備

環境保全
自動車から排出される廃棄物、地球環境の
保全について学習する

３
後

17 ○ ○ ○

○
自動車整備

安全管理
作業環境の安全への取り組みについて学習
する

３
前

16 ○ ○ ○

○
機器の構造取扱

整備作業機
器

外部診断機、オシロスコープについて取扱
を学習する

３
後

7 ○ ○ ○

○
機器の構造取扱

測定機器
検査ラインを使用して測定機器の取扱方法
を学習する

３
後

7 ○ ○ ○

○
機器の構造取扱

検査機器
検査ラインを使用して検査機器の取扱方法
を学習する

３
後

8 ○ ○ ○



○ 自動車検査 主に指定整備業務に関する知識を学習する
３
後

12 ○ ○ ○

○
自動車整備に
関する法規

道路運送車両法・道路運送車両の保安基準
について学習する

３
後

17 ○ ○ ○

○
工作作業

手仕上げ工
作

手仕上げによる金属の加工を学習する
３
前

7 ○ ○ ○

○
工作作業

機械工作 機械仕上げによる金属の加工を学習する
３
前

7 ○ ○ ○

○
測定作業

応用計測
テスター、外部診断機、ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟを使用し
た計測作業を学習する

３
前

18 ○ ○ ○

○
自動車整備作業
ｴﾝｼﾞﾝの点検、分
解、組立、調整、検
査

ｴﾝｼﾞﾝの点検、分解、組立、調整、検査につ
いて学習する

３
通

218 ○ ○ ○

○

自動車整備作業
シャシの点検、分
解、組立、調整、検
査

ｼｬｼの点検、分解、組立、調整、検査につい
て学習する

３
通

218 ○ ○ ○

○
自動車整備作業
電装の点検、分解、
組立、調整、検査

ｴﾝｼﾞﾝ電装、ｼｬｼ電装の点検、分解、組立、
調整、検査について学習する

３
通

186 ○ ○ ○

○
自動車整備作業
故障原因探求

ｴﾝｼﾞﾝ、シャシ、電装の故障診断について学
習する

３
後

70 ○ ○ ○

○
自動車検査作
業

検査ラインを使用して測定と判定を学習す
る

３
後

20 ○ ○ ○

○
サービスマネ
ジメント(板
金・塗装)

実車を使用して板金および塗装の方法を学
習する

３
後
４
後

128 ○ ○ ○

○
体験実習

自動車の点検
整備

点検整備の実践的作業、分解整備の実践的
作業、車検整備の実践的作業を体験実習先
企業にて学習する

４
前

96 ○ ○ ○ ○

○
体験実習

故障原因探求
高度故障探求技術の習得を体験実習先企業
にて学習する

４
前

96 ○ ○ ○ ○

○
体験実習

総合診断
お客様対応実務、高効率整備作業を体験実
習先企業にて学習する

４
前

32 ○ ○ ○ ○

○
評価実習

自動車の点検
整備

総合的な点検整備、分解整備、車検整備を
学習する

４
前

220 ○ ○ ○

○
評価実習

故障原因探求 総合的な高度故障探求技術を学習する
４
通

260 ○ ○ ○

○
評価実習

総合診断
総合的なお客様対応実務、高効率整備作業
を学習する

４
通

296 ○ ○ ○

○ 卒業研究 個人別研究・発表
４
後

240 ○ ○ ○

７３　　　科目

卒業要件及び履修方法 授業期間等

合計 ５,０１６時間(      単位)

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件は所定の科目をすべて修了したときとする
１学年の学期区分 ２期
１学期の授業期間 １７週

（留意事項）




